
施設家族会アンケート・会員用 
入所利用者家族会会員	 ( 回答数	 181 ) 
1 本人さんは、喜んで入所されていますか。 

 
 
2 本人さんは、入所で何を楽しみにされているか。 
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3 本人が、入所で何か嫌がっておられることはありますか。 
仲間との関係 

大声を出す人やうるさい人は雑音と感じるため、嫌がります。 

人間関係、自分の思いがうまく伝わないこと。 

施設内でのトラブル 

音、いろいろな刺激 

声を気にしている。 

帰省後、家から園に帰るとき、格別嫌がることもない 

施設で生活していること 

認知症のため本人の意思表示なし 

以前あったが、今はない。 

あまりわからない。 

 
4 喜んで入所してもらうために、事業者や家族会に相談してことはありますか。 
大きく嫌がることはない。どうしても嫌がると、利用先の事業所の対応、職員の対応

について考えがちだが、家族もその原因の一つだという場合もある。家族が原因の

場合、それを理解することはとても難しい。 

子供個人の特性についてお願いと相談 

指導員と困っていることをよく相談できていると思う。 

相談したことはないが、好きな本、漫画など持っていけたらいいなと思います。 

担当とよく話をする。 

認知症のため本人の意思表示なし 

福祉のことについて、もっと詳しく説明してくれることかな。 

帰省のスケジュールなど 

職員の方にも役員の方にもお世話になっている。 

 
 
 
 
 
 



 
 
5 「家族会」の集まりは、一年間で何回開催されますか。 
 
 

 

6 「家族会」の集まりで良かった点は、どんなことですか。 
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秋祭り 

いろんなことを教えてもらえること 

園での様子を聞かしていただける。 

学園内での様子がよくわかる。 

情報交換 

情報交換の場になっている。 

他の保護者の方の話が聞ける 

担当者の方と園での生活内容を教えてもらえ、会話ができること 

本人の施設での様子がよくわかる。 

情報の交換、共有 

家族会会員とのつながり 

家族の方と知り合えたこと 

家族の方の顔が見えること 

家族会会員とのつながり 

家族の悩みの交換 

交流できた。 

心のオアシス 

皆様と話をすること 

一人で考えず、みんなで話す。 

親の連帯感 

お互い協力、協調ができ、絆が深まる点。 

お互い悩みが話し合える 

同じ意見同士、気持ちが分かり合えること 

同じ子供を持つ親なので、話し合うことが多い。 

同じ立場の方の話が聞け、もんだいがはっきりし、前向きに進める。 

同じ悩みを持った人たちの集まりなので楽しい。 

親同士の親睦 

要望を出し、改善していただくこと。 

 



7 「家族会」の集まりで、何か改善するところはありますか。 

 
 
 
8 「家族会」と本人のみなさんと一緒に行事を開催することはありますか。 
 

高齢化で作業が何かと難しい。 

親も歳をとると出席ができなくなるのが辛い。 

高齢化して集まりに参加しにくくなる 

高齢による入会者、参加者の減少が今後考えられる。 

親が高齢化して、今後が心配 

参加者の人数が増える 

参加する人数が少ない 

参加人数が増えると良い。 

人数 

子供たちのために親も積極的に行事に参加するよう声をかけたい。 

もっと親同士、話す機会があると良い。 

よく改善されていると思う。 

現在はない。年数の経過とともに、アップデートすれば良いと思う。 

変化する時代にあった研修 

 

学園祭、旅行 

バーベキュー、夏祭り、秋まつり 

旅行とかクリスマス会 

運動会、寮祭 

旅行とか、納涼祭、スポレク祭など 

 



9 事業所や本人たちのためには、「家族会」としてどのような活動をされていま
すか。 

10 事業所へ、何か改善してもらいたいことがあれば。 

11 県育成会への要望はありますか。 
各地区の育成会に対し、若返りのヒントの提供。小さいお子さんの内から、大人になって 

困ることのない対策→親育て 

県大会へ出席して感じることだが、我が子は重度の子供である。大会では、中、軽度の 

子供を対象にしたことばかりだ。行く気がしなくなった。 

 

いかにして快適に本人に会った暮らしができているかなど 

今は特に出来ていない 

改善してほしいところは一緒に考えて良い方向に向けている。 

クリスマス会、秋祭り、奉仕作業などでのコミュニケーション 

行事に参加している。 

事業所への協力  

施設内の清掃 

利用者のために良い生活が過ごされるため 

レクレーションなど、取り入れてともに楽しみこと 

夏の集い、模擬店の準備 

夏祭り、運動会などの手伝い、奉仕活動 

家族会、本人、施設の三者の開催がある。行事の協力、事業方針の共通理解、

現在の状況の把握 

役員の皆さんが考えてくれる。奉仕 

 

作業(日中活動をしっかり頑張ってほしい) 

本人の生活向上 

施設の老朽化に対する修繕、働きやすい職場→長い勤務年数・経験 

ところどころ古びた箇所が見受けられているので、少しずつ直して欲しい。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 


